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2016 年1月22日
イエス･キリストにおいて兄弟姉妹の皆様

日本カトリック司教協議会
会長 岡田武夫 東京大司教

ユスト高山右近の列福の承認に当たって

　兄弟姉妹の皆様､ 今日は､ 日本の教会にとって､ 大変喜ばしいお知らせ
をいたします｡
　教皇フランシスコは､ 日本時間の1月21日､ 神のしもべユスト高山右近
を殉教者として列福することを承認する教令に署名してくださり､ 同1月
22日午後8時にその発表がありました｡ 列福式の日取りと場所､ 司式者は､
今後､ 当司教協議会と教皇庁国務省が相談して決定する予定です｡

　信仰は､ 理論や理想よりも､ むしろ神の愛と出会うことから生まれ､ 育
ちます｡ 信仰をもつに至る最後の決め手は､ 神の愛に出会った人のあかし
によります｡ その中でも最高のものは､ いのちを懸けたあかしです｡ 神の
愛がまことの救いであることを、いのちを懸けて証明する人がいて初めて、
神の福音が真正であることが分かります｡
　右近は､ 大名の立場にありましたが､ 世の富や名誉､ 権力に勝って､ 神
の愛こそが､ 人を幸せにすることを確信しました｡ そしてどのような誘い
や迫害にあっても､ また祖国を追われても､ その確信に生き､ 生涯を閉じ
た人です｡
　時代は大きく変わっても､ そのメッセージは､ 変わることなく､ 私たち
の信仰を強め､ 福音宣教への力になることと確信します｡ 右近をとおして
神から与えられためぐみについて深く思い巡らし､ 感謝しながら､ 列福式
の準備を進めて参りましょう｡
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『右近と歩む祈りの旅』の心得

～3つの神秘に抱かれた祈り、3つのつとめから生まれた証し～

　人生は神が起こされた出来事です。ですから、人の目には不思議

なのです。そして、信仰を支えに生きた人生には、かならずイエス

の福音が宿されています。

　摂津の国は高山に生まれ、フィリピンはマニラで終わるまでの 63

年の人生。その半生、28 年は追放の生活でした。戦乱の世に身分あ

る家柄の子として生まれた右近は、下克上の熾烈な競争社会の中で、

もって生まれた才能で頭角を表し、ときの権力者の信長、秀吉、家

康が目をとめる存在にまで登りつめていきます。周囲がうらやむほ

どの成功者として、洋々たる前途は開けていました。

　しかし右近は、時の権力者の思惑、また周囲の人たちの期待とは

まったく違った生き方を見せていきます。登りつめるかに見えた人

が自ら降りて行き、「へりくだる生き方」（フィリピ 2･6 ～ 11 参照）

を選んだのです。降りたところから、永遠のいのちの方角を指示し

た右近の生きざまは、それまでだれも見たこともない不思議な輝き

を放ちました。

　世の力におもねず、心細く生きる人を大事にし、礼を失せず、清

さを求める人。そうして、そぎ落とされて残ったのは、「十字架の死

にいたるまで従順に生きる人」の姿でした。神は、登り上がること

にしのぎを削り合う戦乱の世に、「負け組み」の右近を通して、真の

幸せの道を示そうとしたのです。その生涯は、競争原理をにした現

代社会の「ことばに表せないうめき」（ローマ 8･18 ～ 27 参照）の中

で、イエスの福音を生きようと願うわたしたちの道標となっていま

す。日本の教会が、今あえて高山右近を想い起こし、記念するのは

そのためです。

　右近はなぜ、あのような「へりくだる生き方」を選んだのでしょ

うか。高山右近という生き方には何が宿っているのでしょうか。

　イエスの福音を前に右近の生涯を観想するとき、キリストの三つ

の神秘に抱かれていることがわかります。わからないこと、消化で

きないことは、キリストの神秘と重ねて想うのが信仰者の知恵です。

三つの神秘とは、一つ目は、自ら選ぶことのできない「出会いの神秘」

です。二つ目は、人生の大半をしめる「苦しみの神秘」です。そし

て最後に、すべてが終わったかのように見える闇と沈黙から生まれ

る「復活の神秘」です。この三つの神秘に抱かれた右近の 63 年の人

生を貫いていたのが、黙想による深い祈りと神への信頼でした。

　キリシタン時代の一人の信仰者の鮮やかな証しは、右近だけが受

けた特別の恵みだったのでしょうか。右近も、わたしたちと同じ洗

礼を受け、その恵みを与えてくださったお方を「天の父よ」と呼び

ました。洗礼の恵みを、ありがたく、大事に、大事に生きたら、高

山右近という生き方になったのです。イエスは、十字架の死と復活

を通して「キリスト」（油注がれた者 ･救い主）となりました。わた

したちも洗礼のとき、父と子と聖霊のみ名のもとに額に水を注がれ、
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聖なる油を塗られてキリスト者となりました。そのときから、キリ

ストの使命に与る者となりました。右近もまた、油注がれた者 ･キ

リストの使命に与り、その恵みに応えて、いのちが燃え尽きるまで

受けたつとめを果たした人なのです。

　第二バチカン公会議は、洗礼によって神の子とされた人は、キリス

トの預言職、祭司職、王職に与り、神の救いのみわざに参加すると教

えます。預言職とは伝えるつとめ、祭司職とは祈り、とりなすつとめ、

王職とは世話するつとめのことです（『教会憲章』34 ～ 36 参照）。

　1965 年、日本の教会は信徒発見 100 周年のとき、高山右近没後 350

年を共に記念し、右近の列福運動を再開しました。ちょうど、第二

バチカン公会議閉幕のときでした。今、右近の列福を前にして思えば、

50 年前の第二バチカン公会議が、洗礼の恵みを深く生き、キリスト

の預言職 ･祭司職 ･王職のつとめを果たした高山右近を、現代の教

会が求めるキリスト者の「先駆け」だとすでに証明していたのかも

しれません。どうして今、教会は 400 年前の一人の信仰者を福者の

列に加えようとするのか、その意義がここにあります。

　『右近と歩む祈りの旅』は、キリストの三つの神秘に抱かれた信仰

者の人生と、それを貫く深い祈り、さらには、洗礼の恵みによって

与えられた三つのつとめと、そこから生まれる証しについて黙想し、

右近と共にこれからの歩みをたどることを目指すものです。

8日間の黙想と祈り

　ユスト高山右近の列福をひかえ、日本の教会が「共通の記憶」

を保ち、信仰を育むために、右近の人生を通して語られる神のこ

とばに耳を傾けましょう。それは、現代の日本の教会を方向付

ける「霊性」を見出し確認する作業でもあります。『右近と歩む

祈りの旅』には、右近の人生を通して示されるキリスト者の霊的

歩みと、その信仰を育んだ日本の教会の豊かな霊性を知るため

に、独自のテーマがもうけられます。黙想や分かち合いのために、

次のような祈りと黙想の道程をたどることをお勧めいたします。

8日間の黙想と祈りの各テーマ

第一日目　出会いの神秘　―これはわたしも受けたものです―
第二日目　苦しみの神秘　―多くの苦しみによって従順を学びました―
第三日目　復活の神秘　―見ないのに信じる人は、幸いである―
第四日目　祈りと人生

―イエスは朝早くまだ暗いうちに起きて、人里離れた所へ出て
行き、そこで祈っておられた―

第五日目  伝えるつとめ
―すべての造られたものに福音を宣べ伝えなさい―

第六日目　世話するつとめ　―行って、あなたも同じようにしなさい―
第七日目　祈り、とりなすつとめ

―自分の体を神に喜ばれる生けるいけにえとして献げなさい―
第八日目　キリストの証し人 ―わたしを見た者は、父を見たのだ―
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黙想･分かち合いのための案内

黙想と分かち合いへの案内として、各項目は下記のような内容で構成され
ています。
１．黙想のテーマ
２．受けたもの（テーマとかかわりのある右近の史料）
３．みことば（テーマを深めるための聖書のことば）
４．解説（それぞれの出来事に含まれたメッセージを味わい、黙想するた
めのヒント）

５．気づきのために（史料とみことばと解説をもとに、わたしと共同体の
今を照らすための問いかけ）

６．祈り

 この小冊子の使い方

　この小冊子は、福者の列に加えられるユスト高山右近の信仰と霊性が、
日本の教会の「共通の記憶」となることを願って編まれました。内容は、
「記念する」（アナム　ネーシス）ことを基本に、下記の三つの次元を踏ま
えて著されています。

「学び」（過去の出来事を想起する）：高山右近に関する史料から、彼の人
生に働きかけた神のみわざを知り、一人の信仰者の成
長とその信仰の証しについて学ぶ。

「分かち合い」（今に照らす）：右近の信仰と心情を今のわたしたちの生活
に重ねて想う。また、右近を育んだ神の恵みと当時の
教会の信仰と霊性から、問いかけ･内省を通して、自
分自身と今の教会を照らす。

「祈る」（明日に向けて宣言する）：右近の信仰と証しに倣い、わたしたち
の具体的な生活の目標を定める。また、すでに列聖、
列福されている殉教者の取次ぎを願って日本の教会の
ために祈る。

　『右近と歩む祈りの旅』は、8日間をめどに構成されていますが、小教区
共同体や信仰養成グループ、家族の場合、週ごとに8週間で行うことをお
勧めします。共同体にかぎらず、個人の毎日の霊的生活や、カテケージス
の副教材としてもご利用ください。
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右近と歩む祈りの旅

第一日　出会いの神秘
わたしがあなたがたに伝えたのは、わたしも受けたものです（一
コリント15･3）

受けたこと

「わたしはもっとゆっくり教えを聞きたく、あなた様をこちらにお呼びし
たいのですが、道中は敵がいて危険なので、今のところはあえてそうす
るわけにはいきません。その時が来るまでお待ちします。しかし、デウ
スの愛のために、すぐにでもロレンソ修道士をお遣わしください。彼は
日本人ですから、道中は自由に旅もできますし、わたしの家族や兵士た
ちも説教を聞きたがっておりますから」（高山飛騨守友照からガスパル･
ヴィレラへの手紙 ルイス･フロイス『日本史』第1部39章）

みことば
＊一コリント15･3 ～ 8
「最も大切なこととしてわたしがあなたがたに伝えたのは、わ
たしも受けたものです。」
＊ローマ10･14 ～ 15
「宣べ伝える人がいなければ、どうして聞くことができようか。」

解　説
　今、わたしたちが大切にしている信仰は、誰を通って来たのでしょうか。
わたしの中に宿り、この拙い人生を支えてきたイエスのみことばは、誰か
ら宿されたのでしょうか。「もっとも大切なこととしてわたしがあなたが
たに伝えたのは、わたしも受けたものです」（一コリント15･3）。神との出

会い、みことばとの出会いは神秘に満ちています。
　父、高山飛騨守友照の受洗のあと、彦五郎こと後の右近が家族と一緒に
洗礼を受けたのは10歳の時、日本人修道士ロレンソ了斎からでした。ロレ
ンソ了斎の日本名はわかりません。ただ、彼は目が不自由で、それまで琵
琶法師を生

なりわい

業として諸国を行
あんぎゃ

脚していました。山口の大道寺でフランシス
コ･ザビエルと出会い、ザビエルに教えを請い、ザビエルを通してイエス
のみことばを宿された人です。ザビエルの信仰がロレンソに、ロレンソの
信仰がやがて日本の「教会の柱石」、「伴天連の大旦那」と呼ばれる高山右
近に宿ったのです。

　「人は、たとえ全世界を手に入れても、自分のいのちを失ったら、何の得
があろうか」（マタイ16･26）。これは、人生の決断を迫られた若きザビエル
に、ロヨラのイグナチオを通して宿されたみことばです。受洗から24年後、
明石を領していた大名ユスト高山右近は、豊臣秀吉に棄教を迫られたとき、
ザビエルに宿ったあの同じみことばをもって大名職も領地も名誉もすべて
捨てて、キリストの「へりくだる生き方」（フィリピ2･6 ～ 8参照）を選ん
でいきます。「キリスト教を捨てよ、ということに関しては、たとえ全世界
を与えるからと言われても、真の救いと引き換えにはできません。わたし
の身柄や封禄や領地のことは、太閤様の思うとおりになさってください。」
（『日本史』第2部98章）これが、秀吉の使者に対する右近の返答でした。
　ロレンソ了斎との出会いは、日本の教会のさきがけとなったザビエルの
信仰に出会うことでした。それはまた、日本という国とその文化がイエス
の福音に出会うと、どうような形をとるのかという、日本の宣教において
避けては通れない根本的な問いに向き合うことでもありました。
　ザビエルはこよなく日本を愛した宣教師です。その後継者である、コス
メ･デ･トルレスも、さらには右近の霊的指導司祭となるオルガンティーノ
･ニェッキ･ソルド、巡察師アレッサンドロ･ヴァリニャーノも「日本文化
への順応･適応」という精神で福音を伝えようとした人たちです。右近は、
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＜日本人司祭の育成にかける右近の情熱―セミナリオ＞
　1580年信長から土地を賜った

　ヴァリニャーノ神父に、右近は建設資金と労力を提

供して、わずか 1カ月のうちに 3階建てのセミナリ

オ（神学校）を完成しました。完成後も、セミナリオ

で学ぶ神学生をキリシタンの家臣の子弟から選抜して

安土に送るなど、様々な形でセミナリオの発展に貢献

します。2年後安土のセミナリオは焼失しますが、高

槻に再建し、父 ･ダリオを管理者にあて司祭養成を続

けました。

＜右近の信仰と茶の湯＞
　右近は、主君荒木村重をとおして千利休に出会います。そして、荒木村重事

件後、利休のわび茶の世界にのめり込んでいきます。利休の7人の高弟と言えば、

蒲生氏郷、高山右近、細川忠興、芝山監物、瀬田掃部、牧村政治、古田織部です。

うち4人はキリシタンです。

　茶人としての右近は、自らを好んで「南坊」と名乗りました。加賀に追放さ

れた後も、右近は茶室を祈りの部屋として大切にし、神を想い、神と対話する

茶室を愛したといいます。

　1587 年、秀吉の伴天連追放令発布を前に、右近説得のために使者として遣

わされた利休は、右近のおもねることのない凛とした態度をほめたと言います。

そのとき右近は、利休自身が求めた解き放たれた世界にいたのです。この事件

から3年後、利休は秀吉から死を命じられ、切腹して果てていきます。彼もまた、

秀吉におもねて自分の生き方を曲げることをしない茶人でした。

のちに、茶の湯や和歌、能楽といった日本文化を代表する人としてイエス
の福音と正面から向き合います。ヨーロッパ文化を介したキリスト教の受
容ではなく、右近はこの国の文化に宿ったキリストの福音の担い手として
の使命を生きることになるのです。「右近にとっての茶の湯は単なる技術
や手段、あるいは遊びではなく、それは真の意味の『道』であって、彼の
人格形成の上に欠くべからざる主要な役割をはたしました。のみならず、
高山右近において、信仰と茶道と日常生活は日本のみならず、世界にもま
れにしか見られない調和と一致に達していました。…茶人右近においてこ
そ、キリシタンの日本人としての理想が見事に開花してきたのです」（H･
チースリク『高山右近』）。イエスのみことばとの出会いは、高山右近をもっ
と懐の深い成熟した日本人にしていきました。

気づきのために　

わたしは、誰を通して、イエスのみことばと出会いましたか。
わたしの中に宿り、わたしを生かし、今日まで導いたみことばは、何
でしょうか。
わたしは、誰と出会い、どのようなみことばを伝えてきたのでしょうか。
わたしは、一日の初めに、わたしを生かし、導くみことばを持ってい
ますか。

祈　り

　いつくしみ深い父よ、みことばは人となって、わたしたちの間に宿
られ、世を照らす光となりました。信じる者の心に灯されたキリスト
の光が、日々の生活に輝くものとなり、宿されたみことばを隣人に手
渡すことができますように。
　わたしたちの主イエス･キリストによって。アーメン
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第二日　苦しみの神秘
多くの苦しみによって従順を学びました（ヘブライ5･8）

受けたこと

「この度の事件で、わたしには一切の後悔も口惜しさもありません。むし
ろ、自分の信仰をはっきりと表し、これから、長年待ち望んでいた主の
苦しみを共にできる機会を得たことを心底嬉しく思っています。ただ、
気がかりなのはあなたたちのことです。あなたたちは、わたしと一緒に
関白殿に仕えようとして、戦場において何度もいのちの危険に身をさら
しながら必死に尽くしてくれました。しかし、今となってはその働きに
報いることさえできなくなりました。だから、今後のあなたがたのこと
は全能の神のみ手に委ねることにします。この世におけるあなたがたの
労苦の報いを、神は必ずかなえてくださいますから。ここで、改めてあ
なたたちに願いたいことは、どうか、勇気をもって信仰に踏みとどまり、
自ら模範を示し、真心からのキリシタンとして生きてください。そして、
この先の生活のことは、わたしの友人の武将たちを頼り、召し抱えても
らってください。彼らは、喜んであなたたちを養ってくれるはずですか
ら。」（家臣や友人たちに告げた右近の言葉　『日本史』第2部17章）

みことば
＊ヘブライ5･7 ～ 10
「キリストは御子であるにもかかわらず、多くの苦しみによっ
て従順を学ばれました。」
＊フィリピ3･7 ～ 9
「そればかりか、わたしの主キリスト･イエスを知ることのあま
りのすばらしさに、今では他の一切を損失とみています。」
＊マルコ14･35 ～ 36

「アッバ、父よ、あなたは何でもおできになります。この杯を
わたしから取りのけてください。しかし、わたしが願うことで
はなく、御心に適うことが行われますように。」

解　説
　命を枯らすようなため息がもれる苦しみは、確かに人を造りかえます。
神も仏も信じられず、絆を断ち切り、身も心もボロボロにしてしまう苦し
みは「誘惑」です。しかし、打ち砕かれ、こねられて神と人に謙虚にすが
り、より固い絆を結び直してくれる苦しみは「試練」です。神との絆を深
める苦しみは神秘です。右近の人生には、三つの大きな試練の跡が刻まれ
ています。荒木村重事件、秀吉による改易･追放事件、そして長い流罪に
よる迫害と家康による最後の追放です。
　最初の試練の前に、20歳のときに起きた和田事件があります。1573年、
高槻城主となった和田惟長は高山父子の人望と力に不安を抱き、息子右近
の暗殺を企てます。ついに暗がりの中で、右近との一騎打ちとなり、深手
を負った惟長は間もなくして亡くなります。このとき、右近も瀕死の重症
を負い、いのちの瀬戸ぎわをさまよっています。守ってきた立場や財産が
脅かされると、人は必死の形相で立ち向かいます。保身の苦しみです。彼は、
生きているのか死んでいるのかわからないいのちの瀬戸際で、何を垣間見
て誰と出会ったのでしょうか。打ちひしがれて、へりくだる者にだけご自
分を現されるお方がおられます。このときの右近について、「（彼は）神の
ことを深く想い、驚くほどの成長をとげた」（『日本史』第1部45章）とフ
ロイスは記録しています。
　それはちょうど、日本の教会に新しい宣教の風が吹き始めていた時でし
た。それまで既存の諸宗教を意識した型通りの教義を守る教会の教えから、
神のいつくしみはキリストの十字架のできごとを通して現され、主は、罪
深い私たち一人ひとりを救うために命を捧げてくださったという、神のい
つくしみから生まれる救いのわざを原点に、一人ひとりを神との親しさへ
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招き始めたのです。自ら傷をもった神が、人の傷にそっと触れたとき人は、
「わたしの主、わたしの神よ」（ヨハネ20･28）と告白します。和田惟長事件は、
右近にとって最初の回心の恵みに触れたときでした。

　右近が受けた1回目の試練は、高槻の城主となって5年目1578年に起きた
「荒木村重事件」です。右近の主君で摂津国の領主荒木村重がときの天下
人織田信長にを仕掛けました。信長は、右近の信仰心を利用して高槻の開
城を迫ります。しかし、右近はすでに主君村重への忠誠のしるしに、妹と
長男を人質として差し出していました。苦悩する右近に対して霊的指導司
祭オルガンティーノは、祈りによる決断を助言します。右近は家臣たちを
集めて聖堂にこもり、深い祈りのときをもちます。ゲッセマネのイエスの
祈りが、右近の祈りになった出来事です。この時から、祈りに貫かれ、神
への信頼の道をたどる高山右近の新たな人生、「より上位の方に仕える」
生き方が始まっています。
　
　二番目の試練は、1587年7月24日、秀吉によって出された追放令に始ま
る迫害です。
　改易･追放の知らせは突然のことでした。右近は、自分がどのような境
遇に置かれても、あらゆる手立てを通してキリストとの絆を守る戦いの方
法を知っており、日ごろからその準備も整えていた「キリストの武人」で
した。「わたしは太閤様を侮辱したことなど一度もありません。高槻や明
石の家臣や領民を信者にしたのは、けっして悪いことではなく、むしろわ
たしにとっては手柄です。キリスト教を捨てよ、ということに関しては、
たとえ全世界を与えるからと言われても、真の救いと引き換えにはできま
せん。わたしの身柄や封禄や領地のことは、太閤様の思うとおりになさっ
てください。」（『日本史』第2部98章）
　右近のがんとした不退転の決意を聞いた友人たちは、あわてて右近をい
さめます。しかし、うろたえる友人たちとは反対に、これから長く続く大

きな迫害を前に、右近は毅然と自分の信仰を表明するのです。「人間にか
かわることは変えることができても、神のこと、またその教えにかかわる
ことは、一点たりとも変えることはできません。」（同前）その時の姿は、
まるでゲッセマネの園に向かう前の、ペトロを想い起させます。「主よ、
ご一緒なら、牢に入っても死んでもよいと覚悟しています」（ルカ22･33）。
このとき右近は、キリストへの愛のために殉教を受け入れる準備ができた
という霊的な力と慰めを体験しました。登り上がることを競い合った時代、
右近はこの時から、決定的に「へりくだって生きる道」を選び取っていく
のです。

　右近が望んでいたことは、ただ神の名誉と栄光のために自分の信仰を明
らかにすることでした。右近は、「わたしはあなたのために、信仰がなく
ならないように祈った。だから、あなたは立ち直ったら、兄弟たちを力づ
けてやりなさい」（ルカ23･31－34参照）と主が祈ったような、自分の弱さ
と深い欠如に気づく段階にいませんでした。主が、自分の足を黙って洗っ
ていただく心構えのない使徒でした（ヨハネ13･6－8参照）。追放･迫害が
始まるとき、周囲を圧倒するほどの固い決意と揺るがない信仰を表したも
のの、殉教へ向かう右近の霊的な旅は、足りないものがまたたくさんあり
ました。人の決意は誠実で崇高であるとしても、殉教は人間の決意ではな
く、恵であるということを知るまでには、もっとへりくだり、キリストの
十字架の道をたどらなければなりませんでした。

　流罪への断罪を受け、世から退き、へりくだる道を選んだ右近の決断は、
少しずつ右近をつくりかえ、人々とのかかわりも変えていきました。右近
は「巡礼者」になりました。以前にもまして、神に信頼を置き、その助け
を求める人になったのです（前掲「受けたもの」参照）。貧しさの体験か
ら、どれほど多くを神やたくさんの人たちからいただいてきたかを学びま
した。深い感謝の念は、流浪の人の心を豊かにしました。秀吉による追放
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･迫害の試練は、神と善意の人たちの助けに謙虚に自分を委ね、施しを受
ける人へと右近をつくりかえていったのです。受けたものは、やがて他者
への奉仕、教会共同体への奉仕となって現れていくのです。

気づきのために

わたしは、これまでどんな試練に遭遇してきましたか。
そのときの苦しみの中で、わたしは何を垣間見て、何と出会いましたか。
これまでの試練は、わたしをどのように造りかえてきましたか。
苦しみが恵みに変えられたとき、わたしの中からどのような祈りが生
まれてきましたか。

祈　り

　全能、永遠の神よ、あなたはすべての人に、へりくだりを教えるため、
救い主が人となり、十字架を担うようにお定めになりました。わたし
たちが、主とともに苦しみを通して仕えることを学び、あなたの救い
のみわざにあずかることができますように。
　わたしたちの主イエス･キリストによって。アーメン

＜右近の信仰を支えた「聖イグナチオ ･ロヨラの霊操」＞
　右近の時代、日本の教会は信者たちの信仰を培うために、ヨーロッパでよく

用いられていた信仰の指南書を翻訳し、印刷していました。代表的なものの 1

冊目は『イミタチオ ･クリスティ』（キリストに倣いて））で、日本では早くか

ら『こんてむうつすむんぢ』（世のはかなさ）という名前で出版され、たくさん

の信者たちに読まれていました。

　右近の信仰に大きな影響を与えたのが 2冊目の『イグナチオの霊操』です。

霊操とは、イエズス会の創立者の一人イグナチオ ･デ ･ ロヨラの霊的な体験か

ら生まれたイエズス会士養成の指南書です。キリシタン時代、日本では一般信

徒向けに書き換えられ、信仰指南書として早くから信者たちの間に広まってい

ました。

　霊操は、3つの柱で支えられています。1番目は「原理と基礎」、2番目は「不

偏心」と呼ばれる霊的な自由さ、そして3番目は「霊的識別」です。

　霊操にあずかった人は、自分のすべては神からいただいたものだから、最後

はすべて神に返そうとします。こうして、霊操をとおして人はキリストの救い

のみわざにあずかり、キリストによって派遣されていく者となるのです。

　右近は、秀吉の追放令を受けた翌年の 1588年に有家で、また、後に家康の

追放令を受けた 1614年、マニラに渡る直前に長崎で、どちらも人生の大きな

節目にイグナチオの霊操にあずかっています。右近は、自分の信仰生活全体、

とくに迫害という状況を、「選び」すなわち「識別」と「決定」として生きました。

　追放すなわち流罪は、より優れた殉教です。それは、追放が、「継続する殉教」

だからというだけではありません。1614 年の迫害と流罪によって、神は右近

を養成し続け、完全に導きました。生きるも死ぬも右近の手の中にはなく、ご

自分の手にあることを、神は教えました。右近は、神だけに自身を完全に委ね

るよう招かれ続けました。右近は養成の過程で神とともに働き、その霊的成長

の核心としての「応答」をし続けたのです。

『ユスト高山右近　いま、降りていく人へ』（古巣馨著、ドン ･ボスコ社）、

『ユスト高山右近帰天400周年記念シンポジウム　講演集』より抜粋
スペイン・マンレサ　聖イグナチオ洞窟教会
（中央が右近）
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『ユスト高山右近　いま、降りていく人へ』（古巣馨著、ドン ･ボスコ社）、

『ユスト高山右近帰天400周年記念シンポジウム　講演集』より抜粋
スペイン・マンレサ　聖イグナチオ洞窟教会
（中央が右近）
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第三日　復活の神秘
見ないのに信じる人は、幸いである（ヨハネ20･29）

受けたこと

「これから自分が行く先々に、神がおられないところなど一つとしてあり
ません。神が共におられるかぎり、どこに行っても故郷に帰るような思
いです」（1589年2月24日付『1588年度日本報告書』）

みことば
＊ヨハネ20･26 ～ 29
「トマスは答えて、『わたしの主、わたしの神よ』と言った。イ
エスはトマスに言われた。『わたしを見たから信じたのか。見
ないのに信じる人は、幸いである』」
＊使徒言行録3･3 ～ 6
「ペトロは言った。『わたしには金や銀はないが、持っているも
のをあげよう。ナザレの人イエス･キリストの名によって立ち
上がりなさい』そして、右手を取って彼を立ち上がらせた。」

解　説
　捨てたときにはじめて与えられるものがあります。失ったときに生まれ
てくるものがあります。へりくだって生きる道をたどることは、十字架の
死に至るまで従う者となったお方の、復活の恵みに与ることでもあります。
　秀吉からの改易･追放の処分を受け、金沢に預けの身となった右近の様
子をガスパル･コエリョが報告しています。「右近は金沢で大変な貧乏な生
活を耐え忍んでいます。自由は奪われ、本当の流人です。しかし、勇気と
忍耐はいぜん衰えてはいません。わたしたちは、秀吉がこの地で右近を殺
すのでないかと心配しています。右近も父ダリオも、また家族や従者たち

もみな神への愛のために貧しい配流の生活をおくっていますが、信仰は相
変わらず堅固です」（1589年2月24日付『1588年度日本報告書』）人の目には、
それまでの右近の見るべき面影も、輝かしい風格も、好ましい容姿もなく
なっていたのでしょうか。しかし、不法を働かず、黙して口を開かない者
の姿ほど迫力に満ちたものはありません（イザヤ53･1 ～ 10参照）。

　「これからわたしの行くところに、神がおられないところなど一つとし
てありません。神が共におられるかぎり、どこに行っても故郷に帰るよう
な思いです」（同上報告書）これは、秀吉からの改易･追放の知らせを受け
た時の右近のことばです。秀吉からの追放、また27年後の家康からの追放
を、右近は神からの派遣として受け止めています。福音書が記す弟子たち
の派遣は、イエスの十字架の後、復活の新たな息吹の中で行なわれます。
キリストの教会も復活の後、聖霊の息吹の中で誕生します（使徒言行録
2･1 ～ 42参照）。

　右近にとって、追放されるすべての土地は宣教地となりました。その質
素で誠実な生活は、人々を納得させました。右近がいるところには、必ず
教会が生まれています。語ることと、生きていることが一つになっている
とき、人はすなおにうなずき、近づいてきます。「見ないのに信じる人」
の信仰は、聖霊の息吹に導かれていきます。その息吹のもとに誕生した共
同体こそ、新たな養成の場になります。共同体の息吹の中で育まれた人が、
やがて次代の教会の担い手になっていきます。
　追放地･金沢での28年間、右近は能登で200人以上の人たちを信仰に導き、
七尾とに教会を建てています。へりくだって仕える人の先には、音もなく
湧き出る清水のように教会共同体が生まれていきます。これが、復活の神
秘にあずかった人のしるしです。
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気づきのために

わたしが復活された主と出会ったのはいつ、どこでしたか。
復活の主は、これまでわたしをどこへ派遣されましたか。
わたしが派遣された先には、何が生まれてきましたか。
見ないで信じる復活の信仰を、わたしはどのように生きているでしょ
うか。

祈　り

　全能の神よ、あなたは、御ひとり子によって死を打ち砕き、永遠の
いのちの門を開いてくださいました。主イエスの復活を記念し、この
神秘にあずかるわたしたちを、あなたの霊によってたえず新たにし、
派遣された地で豊かな実りをもたらしますように。
　わたしたちの主イエス･キリストによって。アーメン

長崎

加賀金沢

室

小豆島

安土

播磨明石

大坂

能登七尾

大和宇陀・沢城

摂津高槻摂津高山
（現・豊能町）

南肥後・有馬

約2,000km

日本

北朝鮮

韓国中国

香港

マカオ

ベトナム

フィリピン・マニラ
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第四日　祈りと人生
イエスは朝早くまだ暗いうちに起きて、人里離れた所へ出て行き、
そこで祈っておられた（マルコ1･35）

受けたこと

「御
みあるじ

主の宣
のたま

はく、我
われ

を慕
したう

う者は暗
あん や

夜を行かず、ただ寿
じゅみょう

命の光を持つべし
となり。心の暗

やみ

をのがれ誠
まこと

の光を受けんと思ふにおひては、キリシトの
御
おんぎょうせき

行跡と御
おん

かたぎを学び奉
まつ

れと、この御ことばを以
もっ

て勧
すす

め給
まも

うふなりが、
第一の学問とすべし。キリシトの御

みおし

教えは立ち入りたらん人はおん教え
にこもる不可思議の甘

かんみ

味を覚
おぼ

ゆべし」（『こんてむつすむんぢ』第1巻第1
章1）

みことば
＊マタイ26･36 ～ 46
「（イエスは）ペトロに言われた。『あなたがたはこのように、
わずか一時もわたしと共に目を覚ましていられなかったのか。
誘惑に陥らぬよう、目を覚まして祈っていなさい。心は燃えて
も、肉体は弱い。』」
＊ルカ21･34 ～ 36
「あなたがたは、起ころうとしているこれらすべてのことから
逃れて、人の子の前に立つことができるように、いつも目を覚
まして祈りなさい。」
＊一テサロニケ5･16 ～ 24
「いつも喜んでいなさい。絶えず祈りなさい。どんなことにも
感謝しなさい。これこそ、キリスト･イエスにおいて、神があ
なたがたに望んでおられることです。」

解　説
　キリシタン時代、宣教師は信者たちが日々の暮らしの中で神との親しさ
を培うために、黙想という祈りの方法を指導していました。教会の歴史を
たどると、共同体の誕生、その成長と発展、さらにはマンネリ化からの脱
皮と刷新･改革のために、信仰者一人ひとりが深くキリストの生き方を追
い求めることに重きを置いたことがわかります。初期キリシタン時代、短
期間にあれほどの成長を遂げ、多くの司祭やカテキスタ、そして殉教者の
召命を生み出した理由をここに見ることができます。司祭･修道者の豊か
な召命、あるいは躍動的な宣教の実りを得たのは、個々人の人生への真摯
な目覚め、キリストに学び、自分を投げ出す寛大さ、時代の要請に適応し
ていく能力、教会刷新に向ける情熱があった時代です。どれも、みことば
の黙想と深い祈りからしか生まれてきません。

　1578年、右近は荒木村重事件に巻き込まれます。直属の主君村重と、よ
り上位の主君信長との板挟みになった出来事です。そのとき霊的指導司祭
オルガンティーノは「重要なことだから深く祈って決断しなさい」と助言
しています。右近はこの深い苦悩の中で、はじめて祈りと信頼の道をたど
ることを学びます。彼にとって、祈りとは「問いかけること」「静かに聞
くこと」「決断すること」でした。右近は茶室を、祈りの小聖堂、瞑想の
場とし、静けさと安らぎの中で精神を高める「市中の山居」（ロドリゲス『日
本教会史』）としました。

　右近の祈りの道は、その後の二度の追放の処分を受けて、さらに深さを
増していきます。秀吉による改易･追放令から2年後の1589年に有馬領有家
のコレジオでイグナチオの「霊操」にあずかっています。「彼は僧侶のよ
うに頭を丸め、髭を剃り、僅か6～ 7人の者を伴に連れ、日本の貧しい僧
侶よろしく、紙の衣で装った。しかも、その衣は破れた粗末なものであっ
た。…スピリツアル修業（霊操）が終わると、彼は修練者のイルマンと共に、
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その一人として厠と庭の掃除をした」（ガスパル･コエリョの書簡）一緒に
霊操を行った修練者の中に、以前高槻のセミナリオの学生であり、この8
年後に殉教するパウロ三木がいました。さらに、1614年家康による追放令
を受けて、金沢から長崎に移された右近は、トードス･オス･サントス（諸
聖人）教会で二度目の「霊操」を行っています。人生の大きな岐路を前に、
イグナチオの「霊操」を行なう右近の姿に出会います。

　右近の時代、日本の教会は信者たちの信仰を培うために、ヨーロッパで
よく用いられていた信仰の指南書を翻訳し、印刷していました。その中で、
代表的なものが二冊あります。一冊目は、『イミタチオ･クリスティ（キリ
ストに倣いて）』です。日本では早くから『こんてむつすむんぢ』という
書名で出版され、たくさんの信者たちに読まれていました。この本は、キ
リストの後に従うために、人として生涯成長することを望み、神の前で喜
ばれる人となるためにはどのような道をたどるべきかを説いているもので
す。右近がこの本を通して黙想したのは、この世は過ぎ去ること、最後に
残る人生の目標はキリストの十字架を見つめ、キリストと同じように自分
を捨て、徹底的にへりくだり、自らに死ぬことでした。それは当時武士た
ちの間で人気があった禅の教えにも、茶の湯の真理の瞑想にも通じるもの
で、右近も深く納得した信仰の指南書でした。『こんてむつすむんぢ』は
細川ガラシヤ夫人も手にしていたことが知られていますが、それを勧めた
のが右近でした。

　右近の信仰に大きな影響を与えたのが、二冊目のイグナチオの『霊操』
（当時、「スピリツアル修業」と呼ばれた）です。霊操とは、イエズス会の
創立者の一人ロヨラのイグナチオの霊的な体験から生まれたイエズス会士
養成の手引書ですが、キリシタン時代、日本では一般信徒向けに書き換え
られ、信仰指南書として早くから信者たちの間に広まっていました。霊操
に与った人は、自分のすべては神からいただいたもの、だから、最後はす

べて神に返そうとします。こうして、霊操を通して人はキリストの救いの
みわざにあずかり、キリストによって派遣されていく者となります。
　追放によってへりくだる道をたどった右近は、何度も世俗を捨て、家族
からも離れ、何にも煩わされることのない隠遁生活を願ったことがありま
した。しかし、霊操を行うことで、隠遁生活者ではなく、一人の夫であり、
父親であり、信徒である日本の教会の一員としての自らの使命と向き合い、
すべてを捧げて、召された道を歩み続ける決断をしていくのです。

気づきのために

わたしは大切なことを決断するとき、これまでどのような方法を取っ
てきましたか。
神の思いを尋ねようとするとき、ひとり静かに耳を傾けてきましたか。
祈りと黙想はわたしの人生の中で、どのような役割を果たしてきまし
たか。
わたしの日々の祈りから何がうまれているでしょうか。

祈　り

　聖なる父よ、あなたは「愛する子に聞け」とお命じになりました。
みことばと、あなたとの霊的対話によってわたしたちを養い、成長さ
せてください。信仰の目が清められ、あなたの顔を仰ぎ見ることがで
きますように。
　わたしたちの主イエス･キリストによって。アーメン
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第五日　伝えるつとめ
すべての造られたものに福音を宣べ伝えなさい（マルコ16･15）

受けたこと

「ミヤコから一人の神父が一人の修道士と共に、北国のキリシタンたち
を訪問に出かけた。そこはミヤコから5、6日の行程ほど北の地方であ
る。そこの国々には、あの有名なキリシタン･ユスト右近殿と、キリシ
タンの多くの家臣がおり、ほかにも種々の地方からそこへ来、あるい
はそこで改宗した人もいるので、合計1500人にも上っている。この巡
回にあたって神父は6カ月ぐらいを費やし、常にこの巡回に特に依頼し
たユストから、ひとかたならぬもてなしを受けた。彼はそこのすべて
のキリシタンの頭であって、その中には、多くの身分ある人や、かの
諸国の領主肥前殿の家臣もみられる。…あの国々には3つの聖堂があり、
1つは加賀の国肥前殿の城下町、2つは能登の国ユスト殿の領地にある。
…彼はすでに神父と修道士とその同伴者のために、聖堂および住宅を
新しく建てており、なおこの重要な新しいレジデンシアの費用と維持
を、彼自身が負担している」（1604年11月23日付、ロドリゲス･ジラ
ン『イエズス会年報』）

みことば
＊マルコ6･7 ～ 13
「十二人は出かけて行って、悔い改めさせるために宣教した。
そして、多くの悪霊を追い出し、油を塗って多くの病人をいや
した。」
＊一コリント2･1 ～ 5
「兄弟たち、わたしもそちらに行ったとき、神の秘められた計
画を宣べ伝えるのに優れたことばや知恵を用いませんでした。

なぜなら、わたしはあなたがたの間で、イエス･キリスト、そ
れも十字架につけられたキリスト以外に、何も知るまいと心に
決めていたからです。」

解　説
　教えることと、伝えることは違います。信仰は、聞いたことを信じ、信
じたことを素朴に生きたとき、迫力をもって伝わります。目の前の生きた
存在が、こちらに飛び込んできて宿るからです。ロレンソ了斎、オルガン
ティーノ、ヴァリニャーノ、モレホン…。そして、父ダリオ高山飛騨守友
照。右近の前を通り過ぎた福音の担い手たちは、迫力に満ちていました。
「人をキリスト信者とするのは、倫理的な選択や高邁な思想ではなく、あ
る出来事との出会い、ある人格との出会いです。この出会いが、人生に新
しい展望と決定的な方向付けを与えるからです」（教皇ベネディクト十六
世　回勅『神は愛』1）

　「もし、あなたと子どもたちの上に神の恵みを願いたいなら、隣人を愛
しなさい。人に与える物がないときは、自分の着物を脱ぎ、屋根をはいで
施し、その人を覆いなさい」（『日本史』第1部103章）これは、妻マリアを
諭したダリオのことばです。神に対する父の篤い思いと、祈りの絶えない
家族の絆がユスト高山右近の信仰の原風景を作り上げていたのです。右近
は、この父の背中を見て育ち、この父の祈りのなかで幾多の苦難を乗り越
え、そして、父と一緒に初期の日本の教会に仕えたのです。

　やがて、右近自身が宣べ伝える人になります。自分の中に宿った福音を、
一人でも多くの人に伝えたいという思いが右近を駆り立てていきます。家
族への信仰伝達からはじまって、高槻では2万人、明石でも3万人の領民が
受洗しています。決して強制ではなく、領民たちの心のままでした。「キ
リスト者がこうして一人でも増えていくことは、わたしにとって一つの領
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地を賜るよりも嬉しいことです」と、右近は感謝しています。宣べ伝える
人･右近は、当時の諸大名や茶の湯の友人たちの心にも、みことばを宿す
ことになります。千利休の7人の名高い弟子のなかで、伊勢の国の領主･牧
村、会津の、秀吉に仕えた、友人の黒田、小西、また、盟友細川の妻玉子（ガ
ラシヤ）も右近を通して受洗します。さらには、後に殉教者となるも家臣
であった10代のころに右近を通して信仰を得ています。

　旧約の預言者は、民が時代に流され、神の思いから離れていくとき、体
を張って神の方に向きを変えさせようとしました。向きを変えさせる人、
これも預言者としての役割を担った右近の伝えるつとめでした。
　ときに宣教師が情熱に任せて暴走し、あるいはきな臭い話を持ち出すと
き、毅然としていさめています（1589年10月10日付けオアルガンティーニ
書簡参照）。こうして右近は、日本の初期教会の良心になっていきました。
誠実な信仰は人を過激にさせたり、極端に走らせたりはしません。信仰は、
生活にバランスと調和を保たせる恵みです。右近は、日本の教会が道を誤
らないように調和を保とうとしたかけがえのない信徒でした。

　宣べ伝える人は、生涯キリストを学び続ける人でもあります。最後の追
放地マニラへ向かった船が時化に遭い、船内は水浸しになります。そのと
き、甲板で、濡れてしまった『スピリツアル修業』を、孫たちに手伝って
もらい、愛しそうに一枚一枚めくって、陽にかざす右近の姿が記録に残っ
ています。これが、生涯衰えることなく預言職･伝えるつとめを生きよと
するキリスト者の姿です。

気づきのために

わたしは洗礼によって受けたキリストの伝えるつとめ（預言職）を、
どのように果たしてきたでしょうか。
わたしの日々の生活は何を伝えているのでしょうか。
わたしが今も学び続けていることは何でしょうか。

祈　り

　救いの源である神よ、信じる者の心に宣教の熱意を燃やしてくださ
い。日々の祈りと働きによって救いの道を整え、人々の間にあなたの
国の喜びを伝えることができますように。
　わたしたちの主イエス･キリストによって。アーメン

『スピリツアル修行』（「珠冠のまぬある」カトリック長崎大司教区所蔵）
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気づきのために

わたしは洗礼によって受けたキリストの伝えるつとめ（預言職）を、
どのように果たしてきたでしょうか。
わたしの日々の生活は何を伝えているのでしょうか。
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祈　り

　救いの源である神よ、信じる者の心に宣教の熱意を燃やしてくださ
い。日々の祈りと働きによって救いの道を整え、人々の間にあなたの
国の喜びを伝えることができますように。
　わたしたちの主イエス･キリストによって。アーメン

『スピリツアル修行』（「珠冠のまぬある」カトリック長崎大司教区所蔵）
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第六日　世話するつとめ
行って、あなたも同じようにしなさい（ルカ10･37）

受けたこと

「色
しきしん

身にあたる七つの事。一つには、飢
う

ゑたる者に食を与ゆる事。二つに
は、渇

かつ

したる者に物を飲まする事。三つには、膚
はだ

を隠しかぬる者に衣る
いを与ゆる事。四つには、病人を労わり見舞ふ事。五つには、行

あんぎゃ

脚の者
に宿を貸す事。六つには、囚

とら

はれの人の身を請
う

くる事。七つには、死
しがい

骸
を納むる事、これなり。スピリツにあたる七つの事。一には、人によき
異
いけん

見を加ゆる事。二つには、無
む ち

知なる者に道を教ゆる事。三つには、悲
しみある者を宥

なだ

むる事。四つには、折
せっかん

檻すべき者を折檻する事。五つに
は、恥

ちじょく

辱を堪
かんにん

忍する事。六つには、ポロシモの不足を赦す事。七つには、
生
しょうじ

死の人と、又われに仇
あだ

をなす者のために、デウスを頼
たの

み奉
たてまつ

る事、これ
なり。」（キリシタン教理書『ドチリナ･キリシタン』1600年刊行の長崎
版第12章より。海老沢有道編『キリシタン教理書』p.97～98参照）

みことば
＊ルカ10･25 ～ 37
「『さて、あなたはこの三人の中で、だれが追いはぎに襲われた
人の隣人になったと思うか。』律法の専門家は言った。『その人
を助けた人です。』そこで、イエスは言われた。『行って、あな
たも同じようにしないさい。』」
＊マタイ25･31 ～ 46
「そこで、王は答える。『はっきり言っておく。わたしの兄弟で
あるこの最も小さな者の一人にしたのは、わたしにしてくれた
ことなのである。』」

解　説
　キリシタン時代、教会が大きな感化力をもって日本の社会に迎えられた
のは、伝えられた福音を癒しとして受け止め、寄り添う生活を通して「い
つくしみの父のみ顔」（教皇フランシスコ　いつくしみの特別聖年大勅書
『イエス･キリスト、父のいつくしみのみ顔』カトリック中央協議会訳1）
を人々に見せたからです。キリストの共同体に触れた人たちは、心身とも
に癒されたのです。日本で最初の国字体で印刷された『ドチリナ･キリシ
タン』の第12章には、福音を生きるキリスト者の証しとして14の所作が示
されています（前掲、受けたこと参照）。内容は、「癒し」というよきサマ
リア人の霊性そのものです。
　1591年の初版本（加津佐本）『ドチリナ･キリシタン』から424年へた2015年、
教皇フランシスコは、いつくしみの特別聖年を布告する大勅書で、再び『ド
チリナ･キリシタン』で示された慈悲の所作を現代教会に提示しました。
　「わたしの心からの願いは、この大聖年の間にキリスト者が、身体的な
慈善のわざと精神的な慈善のわざについてじっくりと考えてくださること
です。……イエスの教えは、わたしたちがその弟子として生きているか否
かを理解するための、慈善のわざの数々を示しています。身体的な慈善の
わざをあらためて見てみましょう。飢えている人に食べさせること、渇い
ている人に飲み物を与えること、着る者をもたない人に衣服を与えること、
宿のない人に宿を提供すること、病人を訪問すること、受刑者を訪問する
こと、死者を埋葬すること―、これです。さらに、精神的な慈善のわざも
忘れてはなりません。疑いを抱いている人に助言すること、無知な人を教
えること、罪人を戒めること、悲嘆に打ちひしがれている人を慰めること、
もろもろの侮辱をゆるすこと、煩わしい人を辛抱強く耐え忍ぶこと、生者
と死者のために神に祈ること―、これです。」（教皇フランシスコ　いつく
しみの特別聖年大勅書『イエス･キリスト、父のいつくしみのみ顔』カトリッ
ク中央協議会訳№15）
　「行って、あなたも同じようにしなさい」（ルカ10･37）よきサマリア人
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の物語の結びのみことばは、今も福音を生きる唯一の方法なのです。

　「万事にこえて神をご大切にすること。それは、自分の隣人を自分のこ
とのように思うこと。そうでなければキリスト者とはいえない」これが、
初期の日本の教会が受け止めたイエスの福音です。日々の暮らしの中の血
の通った振る舞いが、福音に応える人のしるしとしたのです。右近が領す
る高槻には「ミゼリコルディアの組」が組織され、右近は父ダリオと共に
その世話役になっています。
　ある戦いで60人余りの兵士が亡くなりました。当時、亡くなった兵士の
遺族まで面倒を見る領主はあまりいませんでした。しかし、右近とダリオ
はまるで自分の兄弟の死を悲しむように共に泣き、遺された子には父と同
じ禄を与え、未亡人が再婚を望むときは仲人となり、未亡人として暮らす
女性には生活保護を与えています。また、領内で身寄りのないキリシタン
が亡くなったと知らせを受けたとき、「ヒジリ」と呼ばれた人による当時
の埋葬習慣ではなく、右近とダリオが無縁者の棺を担ぎ、大切に野辺の送
りをしました。右近は領民を治める人でありながら、「人はみな平等」と
いう福音のまなざしに立った治世を行いました。人の上に立つとは、他人
をおもんばかり、人のために尽くす奉仕職であると確信していたのです。
領民たちは一国の領主が、無縁者の棺を担いで歩くのを見て、「あなたも
行って、同じようにしなさい」という、イエスの福音を心から受け止めに
違いありません。

　追放された後も、職を失って行き場のない武士たちが、金沢まで右近を
訪ねてくることがありました。右近は、自分が世話をできないときは、領
主に頭を下げ、暮らしの手立てを講じています。「人が独りでいるのはよ
くない」（創世記2･18）という、神の切なる思いを自分の思いにしたとき、
わたしたちの王職･世話するつとめはキリストのものになります。終焉の
地マニラに出帆するまでの半年間、止められた長崎でも衰弱した身を引き

ずりながらも、右近は当地のミゼリコルディアの活動の末席にいて、その
気力は衰えませんでした。そして、マニラで与えられたつとめを終えたと
き、その亡骸はマニラのミゼリコルディアの会員たちによって担がれ、自
らあわれみを受ける者になっています。

　上に立つ人は、キリストの福音に従って、人々を世話するつとめがあり
ます。地位を与えられた武将として、またキリストの共同体の一員として、
世話するつとめにあたった右近、いま現代社会は右近に倣う政治家や企業
の責任者を必要としています。

気づきのために

わたしはイエスの福音をどのように受け止めているでしょうか。
わたしが受けた福音は、日々の生活でどのような形をとっているでしょ
うか。
日本の教会が生きて伝えた「ご大切の心」を、現代教会はどのように
生きているでしょうか。
わたしに近づき、わたしがかかわった人はいやされているでしょうか。

祈　り

　いつくしみ深い父よ、あなたは御ひとり子を通して、わたしたちが
「天の御父のようにいつくしみ深い者となるように」と教えられました。
目に見えない御父の、目に見える顔となる使命を受けた教会が、新た
な熱意をもって、貧しい人に良い知らせをもたらし、捕らわれ、抑圧
されている人に開放を、目の見えない人に視力の回復を告げることが
できますように。
　わたしたちの主イエス･キリストによって。アーメン
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第七日　祈り、とりなすつとめ
自分を神に喜ばれる聖なる生けるいけにえとして献げなさい
（ローマ12･1）

受けたこと

「勇敢なイエス･キリストの騎士ユストは、準管区長および神父たちを
訪ねていました。ユスト右近殿はで、旅人のように6人の従者だけを連
れ、しかも、彼らを自分と同等に見なしていました。…彼にとっては
信仰のために、領地を失うことは大したことではなかったようにみえ
ます。それよりも、わたしたちを驚かせたのは、追放によって背負わ
された苦難と貧困に対する、彼の忍耐と快活さでした。彼は実にその
生命までも、わたしたちの主イエス･キリストのために捧げる確かな希
望のうちに生きているのです」（1589年2月24日付、準管区長ガスパ
ル･コエリョの書簡）

　〔微行：（身分の高い人が）こっそりと外出･他行すること。おしのび。〕

みことば
＊ヘブライ5･1 ～ 5
「大祭司は、自分自身も弱さを身にまとっているので、無知な人、
迷っている人を思いやることができるのです。また、その弱さ
のゆえに、民のためだけではなく、自分自身のためにも、罪の
贖いのために供え物を献げねばなりません。」
＊一ペトロ2･4 ～ 10
「主は、人々から見捨てられたのですが、神にとって選ばれた、
尊い、生きた石なのです。あなた自身も生きた石として用いら
れ、霊的な家に造り上げられるようにしなさい。そして聖なる
祭司となって神に喜ばれる霊的ないけにえを、イエス･キリス

トを通して献げなさい。」

解　説
　高山右近という生き方をたずねると、そこに、彼が洗礼によって受けた
「神の民の祭司職」（『教会憲章』10）を、心を込めて果たしていたことが
わかります。洗礼の恵みを頂いた人は、キリストの祭司職（祈り･とりな
し･ささげるつとめ）に与ります。日々の暮らしを通して、霊的な供え物
を捧げ、自分を闇から光へと移してくださった力あるお方のことを告げ知
らせるのです。くじけずに祈り、仲間と一緒に神を賛美し、つたない人生
をそれでも神に喜ばれる清い供え物として献げようとします。何気ないふ
るまいの中にキリストの面影を映し、希望について尋ねる人がいたら、穏
やかに、敬意をもって、そのありかを示すのです（一ペトロ3･15 ～ 16）。
神の民の祭司職をつとめた右近を、世の中は「伴天連の大旦那」、宣教師
たちは「教会の柱石」と呼びました。

　「オルガンティーノはある祝日に高槻の少年8人を招き、ミサが終わって
から少年たちに召命の大切さを話し、神学生として一緒に学んでくれたら
うれしいと伝えました。すると、少年たちはすぐさま入学の決心をしてそ
の場で髪を切りました。少年たちの親はみんな高槻の位ある身分のもので、
子どもたちの突然の行動に驚き、オルガンティーノに猛烈な抗議を申し出
たのです。困り果てた神父は、右近に調停を頼みました。右近は以前から
司祭の召命の大切さをよく知っていましたのですぐに親たちを集め、まず
自分の家臣たちの中から将来神と教会に仕える最初の司祭志願者が誕生し
たことについてお祝いのことばをかけました。そのうえで、セミナリオに
入学する少年たちの食料として毎年米百俵をセミナリオに寄進すると言っ
たのです。右近の説得と約束で、親たちもようやく納得しました」（1582
年2月15日付 ガスパル･コエリョの書簡）
　これは、安土に司祭養成の種がまかれた時の話です。セミナリオ建設か



34 35

第七日　祈り、とりなすつとめ
自分を神に喜ばれる聖なる生けるいけにえとして献げなさい
（ローマ12･1）

受けたこと

「勇敢なイエス･キリストの騎士ユストは、準管区長および神父たちを
訪ねていました。ユスト右近殿はで、旅人のように6人の従者だけを連
れ、しかも、彼らを自分と同等に見なしていました。…彼にとっては
信仰のために、領地を失うことは大したことではなかったようにみえ
ます。それよりも、わたしたちを驚かせたのは、追放によって背負わ
された苦難と貧困に対する、彼の忍耐と快活さでした。彼は実にその
生命までも、わたしたちの主イエス･キリストのために捧げる確かな希
望のうちに生きているのです」（1589年2月24日付、準管区長ガスパ
ル･コエリョの書簡）

　〔微行：（身分の高い人が）こっそりと外出･他行すること。おしのび。〕

みことば
＊ヘブライ5･1 ～ 5
「大祭司は、自分自身も弱さを身にまとっているので、無知な人、
迷っている人を思いやることができるのです。また、その弱さ
のゆえに、民のためだけではなく、自分自身のためにも、罪の
贖いのために供え物を献げねばなりません。」
＊一ペトロ2･4 ～ 10
「主は、人々から見捨てられたのですが、神にとって選ばれた、
尊い、生きた石なのです。あなた自身も生きた石として用いら
れ、霊的な家に造り上げられるようにしなさい。そして聖なる
祭司となって神に喜ばれる霊的ないけにえを、イエス･キリス

トを通して献げなさい。」

解　説
　高山右近という生き方をたずねると、そこに、彼が洗礼によって受けた
「神の民の祭司職」（『教会憲章』10）を、心を込めて果たしていたことが
わかります。洗礼の恵みを頂いた人は、キリストの祭司職（祈り･とりな
し･ささげるつとめ）に与ります。日々の暮らしを通して、霊的な供え物
を捧げ、自分を闇から光へと移してくださった力あるお方のことを告げ知
らせるのです。くじけずに祈り、仲間と一緒に神を賛美し、つたない人生
をそれでも神に喜ばれる清い供え物として献げようとします。何気ないふ
るまいの中にキリストの面影を映し、希望について尋ねる人がいたら、穏
やかに、敬意をもって、そのありかを示すのです（一ペトロ3･15 ～ 16）。
神の民の祭司職をつとめた右近を、世の中は「伴天連の大旦那」、宣教師
たちは「教会の柱石」と呼びました。

　「オルガンティーノはある祝日に高槻の少年8人を招き、ミサが終わって
から少年たちに召命の大切さを話し、神学生として一緒に学んでくれたら
うれしいと伝えました。すると、少年たちはすぐさま入学の決心をしてそ
の場で髪を切りました。少年たちの親はみんな高槻の位ある身分のもので、
子どもたちの突然の行動に驚き、オルガンティーノに猛烈な抗議を申し出
たのです。困り果てた神父は、右近に調停を頼みました。右近は以前から
司祭の召命の大切さをよく知っていましたのですぐに親たちを集め、まず
自分の家臣たちの中から将来神と教会に仕える最初の司祭志願者が誕生し
たことについてお祝いのことばをかけました。そのうえで、セミナリオに
入学する少年たちの食料として毎年米百俵をセミナリオに寄進すると言っ
たのです。右近の説得と約束で、親たちもようやく納得しました」（1582
年2月15日付 ガスパル･コエリョの書簡）
　これは、安土に司祭養成の種がまかれた時の話です。セミナリオ建設か



36 37

ら神学生の発掘、さらには運営と維持管理まで、右近には日本人の司祭を
育てるための特別な思い入れがありました。日本の教会が自立するために、
宣教師だけでは賄いきれないことをすでに察知していたのです。セミナリ
オが安土から高槻に移された後も、右近は父ダリオをセミナリオの管理者
にあて司祭養成を支援しています。これが、右近がつとめた祭司職の一つ
です。

　「神父たちは、神の教えを伝え、わたしたちの魂を救うために自分の故
郷も親兄弟も財産もすべて投げ捨ててこの国に来られたのだ。日本からキ
リスト教が滅びることがないように、わたしはこのことが一番大切だと思
い、神父たちを見習って、いっさいの地位も財産も捨てて、教会と皆を守
るために、信長のもとに参ることを決断したのだ」（『日本史』第2部27章）
荒木村重事件の際、教会と領民を守るために一身を投げ出す覚悟を決めた
ときの右近のことばです。堪えきれないうめきの中で、涙を流しながら、
御自分を死から救う力のある方に、祈りと願いとをささげる祭司右近がこ
こにいました（ヘブライ5･2 ～ 7参照）。

　「右近殿は、レオの臨終の傍らで、善き終わりのために本当に骨折って
くださいました。持参した小さな十字架をレオの目の前にかざし、完全な
痛悔へと招きました。レオは十字架につけられた主にゆるしを乞いながら、
これまで神の心を深く知ろうともせず、神に忠実に仕えてこなかったと告
白しました。」（1595年2月4日付け、オルガンティーノ書簡）臨終をむかえ
たレオ蒲生氏郷のもとに、誰一人司祭は寄り添えませんでした。オルガン
ティーノは、氏郷の魂の世話を右近に一任します。氏郷の臨終の記録は、
血なまぐさい戦乱の世の陰で、音もなくさやさやと流れる清水のような一
篇です。力関係とは無縁の世界で、へりくだってともに「父よ」と、呼び
かける心通わす者たちのつつましい姿の中に、涙ながらに祈りと願いをさ
さげる当時の教会を垣間見ます（ヘブライ5･7参照）。

気づきのために

わたしはこれまで受けて来た多くの恵みを、家族や隣人に分配してき
たでしょうか。
家族や隣人の痛みや悲しみ、喜びや希望は、わたしの痛みや悲しみ、
喜びや希望となってきたでしょうか。
わたしはこれまで担って来た苦しみや辛さを、家族や隣人の救いのた
めにキリストの十字架に合わせてささげて来たでしょうか。

祈り

　聖なる父よ、あなたは聖霊を注いでひとり子を永遠に新約の大祭司
としてお立てになり、教会の中に唯一のキリストの祭司職が保たれる
ようにお定めになりました。キリストの祭司職にあずかるわたしたち
が、神と人々のためにみずからを渡して、たゆみなく信仰と愛のあか
しを立てることができますように。
　わたしたちの主イエス･キリストによって。アーメン
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第八日　キリストの証し人
わたしを見た者は、父を見たのだ（ヨハネ14･9）

受けたこと

「キリストの教えは、見た目にはいのちが軽んじられるような殉教とい
う証しによって広められてきました。あなたは追放という境遇をとお
して、そのことを本当によく示しています。…わたしがここで告げた
いのは、あなたに対ししてではなく、他の人々のためなのです。わた
しが人々に伝えたいことは、あなたがすでにこれまでの生活でしっか
りと証ししてきたことなのです。滅びることのない天の国の富は、あ
なたが地上で取り上げられ失った富とは比べものになりません。揺る
ぐことのない信念を盾に、情熱的な愛を剣にして、あなたは天の国の
富を得ることになるでしょう。」（1590年4月24日付　教皇シスト5世
より右近への特別書簡）

みことば
＊ヨハネ12･20 ～ 28
「わたしに仕えようとする者は、わたしに従え。そうすれば、
わたしのいるところに、わたしに仕える者もいることになる。
わたしに仕える者がいれば、父はその人を大切にしてくださ
る。」
＊ヨハネ14･5 ～ 14
「イエスは言われた。『フィリポ、こんなに長い間一緒にいるの
に、わたしが分かっていないのか。わたしを見た者は、父を見
たのだ。なぜ、わたしに御父をお示しくださいというのか。わ
たしが父の内におり、父がわたしの内におられることを、信じ
ないのか。』」

　　　　･ヨハネの黙示7･9 ～ 17
「すると、長老の一人がわたしに問いかけた。『この白い衣を着た
者たちは、だれか。また、どこから来たのか。』そこで、わたしが、『わ
たしの主よ、それはあなたの方がご存知です』と答えると、長老
はまた、わたしに言った。『彼らは大きな苦難を通って来た者で、
その衣を小羊の血で洗って白くしたのである。』」

解　説
　右近の第三の試練は、1614年の徳川の禁教令から始まります。金沢から
長崎へ、そしてマニラへの追放の苦しい旅は、右近が真の殉教者になる旅
でした。神は、右近に殉教者になること、イエス･キリストの真のあかし
びとになる深い望みを起こさせ、右近を成長させました。右近は旅の始め
に、自分のいのちを英雄的に主に捧げ、瞬時または短時間にいのちを終わ
らせる殉教を期待していました。右近は、殉教が単に、人間の決意のみの
りであるという考えさえも持っていたのです。殉教は暴力的な死の苦しみ
をただ受けることを意味するものではありません。反対に、殉教において、
神の意思に対する人間の応答は、最期の瞬間までもとめられます。この応
答によってこそ、その死は真の信仰のあかし、すなわち殉教となるのです。
右近は殉教への望みを抱くだけではなく、神によって「より優れた殉教」
へと導かれました。
　右近は、長崎で2回目の霊操を内藤ジョアンの息子と一緒にしました。
自分の能力や行為に根ざす誤った自信から解放され、より大いなる神の栄
光以外のなにものをも望むまいと決心しました。生きるも死ぬも右近自身
の手の中にはなく、ご自分の手にあることを、神は教えたのです。流罪の
地マニラへの船旅は、最終の試練の時となりました。神は、ただゆっくり
と死へ追いやる状態に受身でさらされる殉教を与えました。これが、モレ
ホンが呼んだ流罪における「継続する殉教」です。神の手の中の道具にな
るために自己に死ぬ旅。こうして、右近が神をあかしするのではなく、右
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近をとおして、右近の生涯と死をとおして、神が自らをあかしされるので
した。
　マニラに到着した右近は、息を引き取るまで、神への愛のために自分の
いのちを捧げたいとの望みに忠実でした。右近は、キリストのあかし人（殉
教者）になりたかったし、事実、そのとおりになりました。右近は死に至
るまで、十字架につけられたイエス･キリストの愛とゆるしに生きた。そ
れは、右近において成し遂げられた神のわざでした。

　「わたしを見た者は、父を見たのだ」（ヨハネ14･9）。イエスは自らを御
父のみ心を宿した目に見えるしるしだと教えられます。このイエスのみこ
とばの観想から、教皇フランシスコは「イエス･キリストは、御父のいつ
くしみのみ顔です。キリスト者の信仰の神秘は、ひと言でいえばこの表現
につきます」（特別聖年公布の大勅書1）と宣言しました。イエスの福音に
従い、御父のいつくしみのみ顔を垣間見せた人たちを、教会はキリストの
証人（マルチレス･殉教者）と呼んできました。

　日本の教会は宣教を始めたときから、殉教者とはどのような信仰をもっ
て生きている人かをしっかりと教えてきました。日本から一人の司祭もい
なくなることを予想して書かれた『マルチリオの心得』の中には、殉教と
その精神について次のような内容が書かれています。信仰者はキリストと
同じように「神へのご大切（愛）」のために、自分のすべてをささげ尽く
すこと、それが「（殉教者）」です。しかも、「丸血留」は、血を流すこと
だけではなく、自分のポロシモ（隣人）を大事にし、仕えことによって
も、神への「ご大切」は証しされます。さらに、流罪中にいのちを落とす
者、牢獄の辛い境遇に耐え抜いていのちを落す者、そのほか、どこにおい
ても信仰のために疲労困憊のすえ道中で命を落とす者、これみな丸血留で
す（『まるちりおの心得』）。つまり、信仰のために追放され、その旅先で
死ぬこと、これも殉教だと日本の教会は教えたのです。キリストのために

弾き飛ばされのけ者にされた人生、苦役を課せられ、かがみ込み、物言わ
ぬいのちが、かえって神への信頼と希望を雄弁に証しているからです。右
近は、「追放という殉教」の先がけとなりました。

　秀吉による右近と宣教師たちの追放事件は、イエズス会を通してローマ
教皇に伝えられました。時の教皇シスト5世は、右近に宛てた特別書簡の
中で、追放という境遇をひたすら生きている右近を殉教者と認め、心から
の敬意と祝福を送っています。思えば、追放の前から右近はすでにキリス
トの証人でした。ミゼリコルディアの働きによって、「神のご大切」の心
を生き、御父のいつくしみのみ顔を垣間見せていたからです。これもまた、
マルチレスの行いでした。
　右近の追悼文をしたためたフィリピンのイエズス会管区長バレリオ･デ･
レデスマは、右近の人生を次のように結んでいます。「右近は、わたした
ちが知っているような血と死を通して信仰をあかしする殉教者ではありま
せんでした。しかし、彼が担ってきた大変な苦労とその奉献は信仰による
ものでした。右近の人生は長い殉教生活でした」（『1615年フィリピン年報』）
これが、ユスト高山右近という生き方でした。

気づきのために

イエスの福音を信じる者として、わたしの生活は何を証ししているの
でしょうか。
わたしの生活は、「恵みのしるし」となっているでしょうか。
わたしの日々の暮らしには、御父のいつくしみのみ顔は映っているで
しょうか。
わたしたちの共同体は、キリストを証ししているでしょうか。
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祈　り

　いつくし深い父よ、あなたはユスト高山右近を選びの器とし、キリ
ストのために十字架の道をたどる者とされました。わたしたちの弱さ
を力づけてください。自分のいのちを神と人のために惜しみなくささ
げた人々にならい、わたしたちも生涯、あなたのいつくしみをあかし
することができますように。
　わたしたちの主イエス･キリストによって。アーメン

右近関連略年表
1553（天文22）彦五郎(後の右近) 摂津国三島郡清渓村高山（大阪府豊能郡

豊能町）に生まれる。
1563（永禄6） 父　高山飛騨守（ダリオ）、右近（ユスト）、母、家臣150

人が洗礼を受ける。
1571（元亀2） 高山氏、高槻に移る。
1573（元亀4） 和田惟長、高山父子暗殺を謀る。右近、高槻城主となり荒

木村重に属す。
1574（天正2） 妻ユスタと結婚。高槻に天主堂を建設。
1578 ～ 1579（天正6～ 7）荒木村重、信長に謀反。右近は城主を辞し、紙

衣一枚で信長に恭順を示した。再び高槻城主の地位を安堵
され、4万石に加増された。

1580（天正8） 安土セミナリオ（神学校）建設。
1582（天正10）安土セミナリオ焼失のため、高槻へ移転。
1587（天正15） 秀吉の伴天連追放令により、右近は信仰を守ることと引き

換えに領地と財産をすべて捨てることを選んだ。追放され、
小西行長により小豆島に匿われる。

1588（天正16） 前田家預けとなり金沢へ。客将とし、茶人としても活躍。
1597（慶長2） 長崎で二十六聖人の殉教。
1598（慶長3） 秀吉、病で死去。
1600（慶長5） 関ヶ原の戦い。
1605（慶長10） 金沢に教会建設。
1614（慶長19） 江戸幕府、キリシタン禁令を発令。右近一家、金沢を出て

大坂から船で長崎へ。長崎から内藤如安らとともにジャン
ク船でマニラへ。マニラで大歓迎を受ける。

1615（慶長20） マニラ到着後40日ほどで熱病にかかり、2月3日死去。マニ
ラ市により盛大な葬儀が行われ、イエズス会聖堂に葬られ
る。享年63。

マニラの高山右近像
（プラザ・ディラオ）
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右近の列聖運動の公式シンボルマーク

　右近の列聖運動のシンボルマークは、十字架に高山家の家紋七曜星を重ね、その背
後に三つの輪が配されています。右近の列聖運動は、わたしたちが右近の模範に倣い、
混迷する世界にあって、十字架のキリストに希望をおいて生き、全世界の人々に、右
近の信仰の喜びを伝えることを目指しています。

　◆七曜星
家紋の七曜星は、高山右近が生まれ育った家を指し、右近の信仰をはぐくんだ基礎を
表しています。七星は、洗礼、聖体、ゆるし、堅信、婚姻、叙階、病者の塗油の「七
つの秘跡」と重なります。それはまた、右近を導いた「霊の力」（ルカ 4･14）、聖霊
の七つのたまもの（上智、聡明、賢慮、勇気、知識、孝愛、主への畏敬）のシンボル
でもあります。十字架から発して七曜星を包む緑は、永遠のいのちへの希望を意味し
ています。

　◆十字架
七曜星の背後に貫かれた十字架は、人間のために徹底的に仕えたキリストのしるしで
あり、キリストに倣い、神と人に仕えた右近の人生のシンボルです。右近の洗礼名「ユ
スト」は、「義の人」を意味します。神の義を生きようと、右近は、自分を人のため
に明け渡す生涯を貫きました。十字架の縦木は、右近が祈りによって深めた「神との
交わり」を表し、横木は、どのような境遇にあっても、神を第一とし、家族 ･共同体
･貧しい人々に仕えた、右近の「人々との交わり」を表します。

　◆三つの輪
七曜星と十字架の背後で輝く三つの輪は、三位一体の神と人々とのかかわりの中で、
揺るがない信仰へと導かれ、広がっていった右近の生涯を示します。家族と領民と盟
友たち、とりわけ頼りなく心細く生きる人にかかわり寄り添う右近は、各地の教会共
同体、そして最後の追放によりアジアの共同体とかかわるために「出向いて行く」（教
皇フランシスコ使徒的勧告『福音の喜び』24）人となりました。
輪の内側からの水色と濃い青は右近の聖性の深まりを、外側の朱色は右近の深い祈り
といのちをささげるまでのキリストへの燃える愛を表しています。400 年前の日本の
教会に「世の光」として誕生した右近の輝きは、今日の教会のわたしたちを照らして
います。
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